
 

東大病院で病理解剖にご協力頂いた患者さんのご遺族の方へ 

「組織透明化技術を応用したヒト組織検査法の検討」研究への協力のお願い 

 

東京大学人体病理学教室・医学部附属病院病理部では、当院で治療を受けたものの、残念なが

ら亡くなられた患者さんで、ご遺族の御承諾を頂いた方を対象に、死因や病態を明らかにして今

後の医療に生かすため、病理解剖を行っております。 

東京大学大学院医学系研究科人体病理学教室・システムズ薬理学教室では、病理解剖で病理学

的検索の終了した検体を用いて研究を行っております。具体的には、病理解剖で採取された臓器

のホルマリン固定検体の一部を対象に、システム薬理学教室において特殊処理により臓器検体を

透明にし、顕微鏡で臓器ブロックを観察することで、様々な正常組織や病変組織の3次元的な組

織型や病変分布、分子生物学的情報、各種臨床情報などの相関関係について研究を行います。シ

ステムズ薬理学教室へ検体が提供される際には、透明化解析担当者には個人情報が伝わらないよ

う匿名化を行い、年齢、性別、病歴など患者さんに関する最小限の情報のみが検体とともに提供

されます。 

 この研究は通常の病理解剖による病理解剖診断後の標本を対象として行われますので、患者さ

んご本人の診療内容には全く影響はなく、不利益を受けることもありません。上記にありますよ

うに、検体の提供や解析にあたり個人情報は匿名化させていただき、その保護には十分に配慮い

たします。学会や論文で結果を発表する際には、個人の特定が可能な情報は全て削除されます。

また、この研究はサーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社およびオリンパス株式会社

から共同研究契約に基づいて提供された機材を使用する場合がありますが、収集されたデータは

科学的に公正に判定され、これらの共同研究が結果の解釈に影響をあたえることはありません。 

 この研究に関して不明な点がある場合、或いはデータの利用に同意されない場合には、以下に

ご連絡頂きたいと存じます。なお、本研究は当院の倫理委員会の承認を得ております。また、デ

ータや標本の研究での使用をお断りになった場合でも、将来にわたってご遺族の方が当院におけ

る診療上の不利益を被ることはありませんので、ご安心ください。 
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